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Fig．8　Effect　of　damping　on　unstable　regions　of　a　square　plate：case　II，μ＝1．0，1匠。＝0．0
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7．ま　と　め
　本研究は静的および変動曲げモーメント荷重を受け
るプレートガーダーの腹板の一部である長方形板の動
的安定問題を解析したものである．本研究で明らかに
なったことをまとめると次のとおりである．
（D　静的曲げモーメント荷重を受ける正方形板の固有
　振動数は荷重辺と直角方向の半波数が1の場合に静
　的曲げモーメント荷重の増大とともに減少する．し
　かし，一様圧縮荷重の場合と異なって固有振動数が
　増大する振動次数がある．
（2）曲げモーメント荷重を受ける長方形板の面外不安
　定領域は結合共振が支配的である．この事実は単純
　共振のみが存在する一様圧縮荷重の場合と根本的に
　異なる．
（3）静的曲げモーメント荷重の影響は単純共振の不安
　定領域を広める効果をもつ．
（4）減衰力の影響は幅の狭い不安定領域を安定にする
　効果をもつ．
　本研究によって曲げモーメント荷重を受ける長方形
板に面外不安振動が生ずることが明らかにされた．本
解析モデルはプレートガーダーの腹板の一部を想定し
たものである．今後実橋において計測することや模型
実験をすることによって確認する必要がある．数値解
析にあたっては松園正人氏（現小松建設工業㈱）の援
助を得た．数値計算には長崎大学の情報処理センター
のFACOM　180　AD　IIを使用したことを付記する．
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